
理

科

分

科

会

 

学

ぶ

よ

ろ

こ

び

を

実

感

で

き

る

 
理

科

教

育

を

展

開

し

よ

う

 

 

大

野

栄

三

 

 

一

 

討

論

の

柱

と

レ

ポ

ー

ト

概

要

 

理

科

教

育

分

科

会

で

は

、

以

下

の

四

つ

の

研

究

課

題

を

柱

に

す

え

、

報

告

が

な

さ

れ

た

。

レ

ポ

ー

ト

発

表

者

は

五

名

で

あ

っ

た

。

 

(

１

)

子

ど

も

が

楽

し

み

な

が

ら

自

然

科

学

の

基

礎

を

着

実

に

学

ぶ

こ

と

が

で

き

る

授

業

を

ど

の

よ

う

に

つ

く

る

か

。

 

(

２

)

子

ど

も

と

教

師

の

意

欲

を

引

き

出

す

、

わ

く

わ

く

実

験

や

も

の

づ

く

り

教

材

を

ど

の

よ

う

に

舸

発

す

る

か

。

 

(

３

)

「

地

域

の

自

然

」

を

ど

の

よ

う

に

教

材

化

す

る

か

。

 

(

４

)

「

自

然

科

学

教

育

が

育

て

る

学

力

」

を

身

に

つ

け

る

こ

と

が

で

き

る

教

育

課

程

を

ど

の

よ

う

に

つ

く

る

か

。

 

 

以

下

、

レ

ポ

ー

ト

報

告

の

順

に

概

要

を

記

す

こ

と

に

す

る

。

 

 

武

田

和

男

 

（

函

館

工

業

高

校

）

 

自

然

科

学

認

識

を

高

め

る

実

験

ア

ラ

カ

ル

ト

 

 

「

Ｌ

Ｅ

Ｄ

で

電

気

通

信

」

の

実

演

が

あ

っ

た

。

Ｌ

Ｅ

Ｄ

を

使

っ

た

電

気

通

信

装

置

を

会

場

に

持

ち

込

ん

で

の

演

示

実

験

。

蛍

光

灯

を

消

す

と

そ

の

ノ

イ

ズ

も

す

っ

き

り

無

く

な

り

、

見

事

に

成

功

。

レ

ー

ザ

ー

ポ

イ

ン

タ

で

も

で

き

た

。

 

 



篠

原

暁

 

（

沼

田

町

教

育

委

員

会

）

 
生

物

の

不

思

議

を

学

ぶ

～

沼

田

町

お

も

し

ろ

科

学

教

室

の

取

り

組

み

 
 

 
2

0
1

3
年

1
1

月

～

2
0

1
4

年

3

月

に

、
沼

田

町

化

石

館

に

お

い

て

、
篠

原

氏

が

開

催

し

た

面

白

科

学

教

室

の

活

動

テ

ー

マ

「

生

物

の

不

思

議

」

に

基

づ

い

て

行

わ

れ

た

教

室

の

実

践

か

ら
「

イ

カ

の

解

剖

」「
ホ

タ

ル

の

光

」「
煮

干

し

の

解

剖

」
「

Ｄ

Ｎ

Ａ

の

抽

出

と

ペ

ー

パ

ー

ク

ラ

フ

ト

」
「

人

体

解

剖

図

ペ

ー

パ

ー

ク

ラ

フ

ト

」

に

つ

い

て

の

紹

介

。

参

加

者

は

少

人

数

で

も

、

小

学

生

や

そ

の

保

護

者

と

の

濃

密

な

探

求

活

動

の

報

告

で

あ

っ

た

。

 

 

道

端

剛

樹

（

恵

庭

北

高

校

）

 

こ

ん

な

授

業

も

ア

リ

だ

べ

な

 

 

新

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

の

生

物

分

野

の

実

践

紹

介

。

と

か

く

セ

ン

タ

ー

試

験

に

向

け

て

の

つ

め

こ

み

に

な

り

が

ち

な

傾

向

を

打

破

す

べ

く

、

本

来

、

生

物

が

持

つ

奥

深

さ

や

、

生

命

に

対

す

る

敬

愛

や

畏

怖

と

い

っ

た

も

の

を

伝

え

る

学

校

周

辺

の

ア

リ

を

観

察

し

た

実

践

授

業

紹

介

。

生

徒

た

ち

の

嬉

々

と

し

た

表

情

、
模

造

紙

に

ま

と

め

た

掲

示

物

の

廊

下

へ

の

張

り

出

し

な

ど

、

生

徒

の

熱

心

な

取

り

組

み

の

よ

う

す

が

わ

か

っ

た

。

 

 

三

好

敬

一

 

（

札

幌

西

時

間

講

師

）

 

三

好

さ

ん

は

こ

こ

数

年

、

高

校

化

学

の

分

野

で

理

解

度

が

十

分

で

は

な

い

酸

化

還

元

反

応

を

ど

う

教

え

る

か

を

テ

ー

マ

に

、

授

業

改

善

や

実

験

の

工

夫

等

に

つ

い

て

報

告

を

し

て

い

る

。

 

１

．

酸

化

剤

・

還

元

剤

の

強

さ

と

酸

化

還

元

反

応

（

第

２

報

）

 

 

標

準

電

極

電

位

を

と

り

い

れ

た

授

業

実

践

の

報

告

。

 

 

こ

れ

ま

で

の

授

業

の

改

善

点

と

し

て

「

還

元

剤

と

酸

化

剤

の

両

方

が

存



在

す

る

標

準

電

極

電

位

を

、

重

力

に

よ

る

位

置

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

高

さ

と

同

じ

よ

う

に

考

え

て

も

ら

う

。

電

子

の

流

れ

は

水

の

流

れ

と

同

じ

よ

う

に

み

な

し

て

、

高

い

位

置

に

あ

る

還

元

剤

ほ

ど

電

子

を

出

し

や

す

く

強

い

還

元

剤

、

低

い

位

置

に

あ

る

還

元

剤

ほ

ど

出

し

に

く

く

弱

い

還

元

剤

。

逆

に

低

い

位

置

に

あ

る

酸

化

剤

ほ

ど

電

子

を

受

け

取

り

や

す

く

強

い

酸

化

剤

、

高

い

位

置

に

あ

る

酸

化

剤

ほ

ど

受

け

取

り

に

く

く

弱

い

酸

化

剤

。

高

い

位

置

に

あ

る

還

元

剤

か

ら

低

い

位

置

に

あ

る

酸

化

剤

に

向

か

っ

て

電

子

（

水

）

が

流

れ

、

酸

化

還

元

反

応

が

進

む

。
」

 

２

．
「

電

気

分

解

」

の

授

業

（

第

２

報

）
 

電

気

分

解

で

は

陽

極

が

強

力

な

酸

化

剤

、

陰

極

が

強

力

な

還

元

剤

で

あ

る

と

い

う

視

点

か

ら

「

電

気

分

解

」

の

授

業

実

践

と

改

善

の

方

途

に

つ

い

て

報

告

が

あ

っ

た

。

 

 

３

．

芳

香

族

炭

化

水

素

の

反

応

を

ど

う

教

え

る

か

 

（

レ

ポ

ー

ト

の

み

）

 

４

．

ア

ル

マ

イ

ト

を

つ

く

り

、

染

色

し

て

み

よ

う

 

金

属

に

染

色

を

す

る

実

験

の

紹

介

で

あ

る

。

 

電

気

分

解

の

延

長

と

し

て

ア

ル

マ

イ

ト

（

陽

極

酸

化

皮

膜

）

を

つ

く

り

、

タ

マ

ネ

ギ

染

色

液

や

エ

オ

シ

ン

溶

液

な

ど

を

つ

か

っ

て

染

色

す

る

方

法

に

つ

い

て

報

告

が

あ

っ

た

。

 

ア

ル

ミ

ニ

ウ

ム

の

表

面

を

陽

極

酸

化

さ

せ

る

と

孔

（

凸

凹

）

が

で

き

、

そ

こ

に

色

素

が

入

り

込

む

こ

と

で

染

色

さ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

 

河

端

良

三

（

札

幌

創

成

高

校

講

師

）

 

河

端

さ

ん

は

毎

回

簡

易

で

、
生

徒

も

教

師

も

た

の

し

め

る

実

験

の

工

夫
（

理

科

工

作

）

に

つ

い

て

報

告

し

て

く

れ

て

い

る

。

 



１

．
P

E
T

の

分

解

を

演

示

（

教

室

）

で

見

せ

る

た

め

の

一

工

夫

 
プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

で

あ

る

P
E

T

（

ポ

リ

エ

チ

レ

ン

テ

レ

フ

タ

レ

ー

ト

）

を

分

解

す

る

実

験

の

工

夫

の

紹

介

。

 

P
E

T

を

糸

状

に

し

た

も

の

が

ポ

リ

エ

ス

テ

ル

繊

維

で

あ

る

。

 

P
E

T

に

水

酸

化

カ

リ

ウ

ム

、

エ

タ

ノ

ー

ル

を

加

え

て

加

熱

す

る

と

、

エ

チ

レ

ン

グ

リ

コ

ー

ル

と

テ

レ

フ

タ

ル

酸

カ

リ

ウ

ム

に

な

る

が

、

強

酸

を

加

え

る

と

テ

レ

フ

タ

ル

酸

の

沈

殿

が

で

き

る

。

 

２

．

簡

易

オ

ゾ

ン

発

生

器

の

工

夫

（

理

科

工

作

）

 

 

自

作

の

小

型

空

気

砲

を

利

用

し

た

簡

易

オ

ゾ

ン

発

生

器

の

実

験

。

 

３

．

自

作

メ

ロ

デ

ィ

ー

テ

ス

タ

ー

の

紹

介

。
（

理

科

工

作

）

 

 

３

ボ

ル

ト

の

電

池

を

使

用

す

れ

ば

、L
E

D

を

つ

け

た

テ

ス

タ

ー

に

も

で

き

る

。

ま

た

固

体

の

金

属

性

物

質

だ

け

で

な

く

、

電

解

質

溶

液

に

も

応

用

で

き

る

。

 


